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論 文 内 容 の 要 旨
粉粒体貯槽 (ホッパー) の流出口近傍で 発生するア- チの 問題や, 貯槽内での粉粒体層の流下流動の









第 2 篇は貯槽内の粉粒体槽の流下流動状態に関する部分である｡ 罪 5 童において貯槽内の各点での速度
分布の測定を行ない, フローパターンの形状特徴などを明らかにしている｡ そして第6章では拡散現象を
基礎とした取扱いを行ない, 上記の速度分布曲線の形状を理論的に導くことができることを示している｡









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
貯槽からの粉粒体の流出については, 付着, 閉塞, 偏析および異常圧力の発生等が実用上問題になって
おり, 粉粒体プロセスの自動化に対する障害ともなっている｡ これらに対する工学的な研究は可成り発表
されてはいるものの充分ではなく現象の解明に一層の進展が必要とされている｡
本研究は貯槽からの粉粒体の流出における静的および動的特性について, 巧妙な実験と理論的検討を並
行して行ない, つぎのような有用な結果をえている｡
1 . 貯槽内の粉粒体による鉛直圧力の水平方向分布が一様ではなく複雑な変化をすることを実験的に確
認し, それを弾性理論から裏付ける新らしい解析解を与えている｡
2.貯槽内を粉粒体が流動降下してゆく動的状態を観察し､ 粉粒体粒子の速度分布を実測し, その分布
形を拡散理論を応用して解析的に導いている｡
3.貯槽から粉粒体が流出する場合に流量が変動することを貯槽をばねで支持する独白の方法により,
うなり現象を利用してたしかめ, しかもその変動の大きさが流出口径の大きさと関係することを見出して
いる｡ そして強制自励振動系として解析的に検討を加えて, 流出の難易および安定性について定量的関係
を与えている｡ これら一連の事実の解明は貯槽研究上の新局面を開いたものである｡
4. 最後に貯槽内の粉粒体層に衝撃力を加えた場合の圧力の内部伝播の状況を応答波形として測定し,
時間領域および周波数領域において検討して粉粒体層の衝撃緩和能力などを求めている｡
これら独創的な研究方法によってえられた貴重な成果は貯槽内粉粒体の力学的挙動の解明に対して大き
な寄与を与えたもので, 実用上の問題解決への糸口として高く評価される｡ これを要するに本論文は工学
上のみならず工業上にも貢献するところが少くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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